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3Hl1−2 　Gordonia 　sp．に よ るバ イ オサーフ ァ クタン トの 生産
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【凵的】C；OtTfonitt 　sp ．が生産す るバ イ オサ ーフ ァ ク タ ン ト（以 下 BS ）は 、有機

溶剤 を添加せ ず に粉体 を そ の ま ま使 用 し た場 合 、あ るい は水懸濁液 と して

使用 した場合で も重油 に対 して 非常 に高 い 分 散 性 能 を示す。この た め海洋

の石 油 汚染 に用 い る油 処 埋 剤と して の 性能に 非常に 優れて お り、その 実用

化が 期 待 され て い る。そ こで 本 研究 で は、BS 生産 培地の 完全合成培地化 を

目指 し．新 規 なBS生 産培地 の開発お よび ジ ．
V
一

フ ァ
ーメ ン タ

ー
に よ る高濃

度 BS生産 につ い て 検討 した 。
【方法お よ び結 果】 BS 生産用の 無機塩培地の 組成 をフ ラス コ 培養に よ り検
討 した 結 果、n一テ トラ デ カ ン 、　 KNO3 ．　 Na211POd 、　 KH2PO4 、　MgSO ギ
71120、GaCl2 ・2H20 、微量元素お よび ビ タ ミ ン を添加 した培地 に よ VBS
を良 好 に生 産で きる こ とが わ か った 。BS の 定 量法 として 、大豆油の 乳f匕能
を指 標 とす る簡便な 手法に つ い て 検討 した が、BS は消費 されずに培養 液中

に残 っ た 基 質油成分の 乳化 に も使わ れる た め 、実際の BS 生産量よ りも低 く

定 旦 され る こ とが 推定さ れた 。そ こで ア ン ス ロ ン 硫酸 法を併 用 した。2．6L
容ジ ャ

ーフ ァ
ーメン タ ー

を用い て BS の 高濃度生産 を試 み たとこ ろ、培養 5

日 目で 2｛轡L を超え る BS を生産で きた が、それ以降培養を続け て もBS 濃度
は 増加 しな か った 。この 原因 と して BS 生産に 伴 う培 養液 粘度 の増加 、生産
阻害物質の 蓄積等が考え られたため、BS 生産 用培 地を 培養液の半 分量 入れ

替え る繰 り返 し培養を行 っ た。そ の結 果、生産速度が 低 ドする こ とな く、
？OgiL を超え る BS の生産 を続 ける こ とが で き た．
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【目的】トリア ジ ン 系除草剤の ア トラ ジン は 環魔ホ ル モ ン 様作用 を持 つ 疑 い

があ り、近年使用が禁止 され は じめ て い る。今後、製造元で 大量 の ア トラ
ジ ン が残 る 懸念が あ り、環境に 負荷を か け ずに ア トラジ ン を分解処理 する

方法が求め られ て い る 。ア 1・ラ ジ ン は 分解酵素AtzA の 働 きで 2一ヒ ドロ キシ

ア トラ ジ ン へ 、A 匸zB 、　 A1 ∠C に よ リイ ソ プ ロ ピル ア メ ライ ド、シ ア ヌ
ー

ル

酸 へ と順 に 変艇さ れ る。本研究で は ア トラジ ン の 分解に 関与する E記 の ト

リア ジン 系除草剤分解遺伝子群を大腸菌に 導入 し、ア トラ ジ ン 分解特性 の

評価を行 っ た 。
【方法・結果｝ア トラ ジ ン 分解 dip．seudomonas 　sp ．　StrainADP の トリア ジン 系

除草剤分解遺伝 干
1｝ata ／ お よび atzB を発現 ベ クタ ー

pETDUCtl に 、　 atzC を

pCODADuetl に挿入 し、人腸菌の 形質転換 を行った。臨 4遺伝子 のみ を 導

入 した 大腸菌は 5ppm の ア トラジ ン を 1 時間程度 で ほ ぼ完全 に分 解 した の

に対 し、a．tM 遺伝子 お よび atm6 遺伝 f を両方 導入した大腸 菌で は 51）Pm の

ア i・ラ ジ ン を30 分以内に ほぼ完全に 分解 した。また、atzB遣伝子 を導 入 し

た 大腸菌 と ltttcin
’
伝子を導入 した大腸菌 を混合 して 5ppm の 2一ヒ ド ロ キ シ

ア トラジ ン に作用 させ た とこ ろ、培地 中か らシ ア ヌ
ー

ル 酸が 検 出 され た 。
今後は 本系を最 適化 する 事に よ り．ア トラ ジン をシ ア ヌ

ー
ル 酸 に 分解 し再

利用 す る
一

連の 実用 的な環境 低負荷型 の シ ス テ ム を構築 す る こ とを 予定 し

て い る。
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有 明海か ら 羊離 さ れ た 1’h’e・tttioalteTtJmomti 　s．p．A28 株 は赤潮珪藻 ∫観 細 濯 枷

costatunl に対 してセ リン プ ロ テ アー．
ビ Asp1 を分泌 す る こ とで 殺藻す る こ と

が 明 らか とな っ てい る。本 研 究 で は Aspl の殺藻機構 を解析 し、環境に やさ

しい 赤潮防除技術 へ の応用 を 目指 して い る。市販の プ ロ テア ーゼ で は 赤潮

珪藻 は殺藻 されない こ とか ら、Asplには プ ロ テア ー一ゼ 活性以外の 機能が殺

藻 に 必要で あ る と考 えられ た ．この 仮説 を基 に タン パ ク質工 学的な 解析 し

た結駄 現在、Aspl のC 末端 ドメ イ ンに その 機 能 が 存 在 す る と示唆さ れて

い る。C 末端 ドメ イ ン に は特徴的 な 繰 ワ返 し配 列 が 存 在 する．こ の 領域は

赤潮珪藻表層 に 結合す る こ とか ら、赤潮認 識 を担 っ て い る と考え られ る 。
さらには プ ロ テ ア

ー
ゼ活 性 を 必 要 とせ ず に赤潮 細胞 を 殺藻す る結 果が 得 ら

れて い る こ とか ら、殺藻ペ プチ ドと して も応 用 が 期 待で き る c 現在、AsplC
末端 ドメ イ ン を，b心 にさ らな る殺 藻機 構 の 解析を 進め る と共に、こ の G ボ

端 ドメ イン 搭載微生物 の 創製 も応 用 研 究 と して 行 っ て い る 。
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